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1， Matrix−Tree　 Theorem と Link　 Graph

天 　橋 淳

　2 次元球面 S2 へ の linkの projection は S2 を い くつ か の 領域に 分割す る 。　こ れ らの 領城

は 2 つ の class に 分類 され る こ とが知 られ て お D ， こ の こ とか ら link　 graph が定義 され link

の determinant と い う link　type の invariantが得 られ る 。
　 R・H ．　Crowel1は Kirchheffに よ る

matrix
− tree　 theorem を用 い て 1ink の deterrninantが link　 graph の spann ，ing　 tree と関係 が

あ る こ とを示 し， Bankwity　Theorem の 証 明に応用 し て い る 。こ こ で matrix − tree　 theorem

とは graph 　G か ら得 られ る あ る正 方行列 の 余因子が G の spanning 　 tree の 個数 に 等 し い こ とを

示す もの で ある 。

　本論文 で は ， weighted 　graph に 対す る matrix
− tree　 theorem を説 明 し ，　 Kirchhoff の 定理

がそ の corollary と して得 られ る こ とを示 す 。 また ， 1ink　graph の spanning 　tree と hnk 　graph

の 基本変形 をも と に linkの determinantが link　 type の invariantで あ る こ と の 別証 を与 えそ

の 性質 を調 べ る 。

2． On 　Groups　 of　Twist＿spun 　Knots

吉　川 　克 　之

　 n
−“knot と は （n ＋ 2 ）次元 ユ

ー
ク リ ッ ド空 間 Rn

＋ 2
内に locally　 fiatに embed され た r厂 sphere

の こ と で あ る
。 E．　Artinは R4 の 中の 平面 R2 上 に 両端 を持 つ arc を ， こ

’
の 平 面 R2 を軸 と し

て 回転す る事 に よ り R4 の 中の 2 −knot を構 成 した。　 E．　C．　Zeeman は Artinの 2− kno1 を複

雑に した twist− spun 　knot を考 え 出 し た 。本論文 で は まず こ の twistLspun 　knot が Fox の い

わ ゆ る moving 　picture　method に よ り構 成出来 る 事 を証 明 した 。次 に 1− knotkの n
− twist −

sp  

  ot の group　G （砺 π ）の 代数的性質を調べ た 。 主な研究結果は 次 の 通 りで あ る 。☆ ［定理 コrarlk
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